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 新シリーズ：ユタカナ村のユカイナ仲間 
 
 第５回「とにかく人を手当てする。」 

世界的なテロの脅威により、日本人も関係のない出来事では済まない時代が
やってきました。毎日、多くの方がこの瞬間にも命を失っている。メディアの出
す情報からは、単純に国家間の戦争ではなく、複雑な要因によってテロが起こ
ることを解説している。簡単に言うと世界中が関連していて、日本人も大きく関
わっていることになる。当然、国民である私も関係がある。何が関係あるの
か？例えば金融の部分であったり、技術提供的な部分であったり、テロを生み
出す要因は様々、限りなくあると言う。我々の生活が世界へ影響していて、悲
しみ、憎しみを生んでいるのだろうか？これからしっかりと見極めていかなくて
はならない。さて、もうひとつ大切なことは「平和維持する」「平和を求める」こと。
これは直ぐにでも考えて、取り組めると思う。先日、リンゴ農家の方が平和につ
いてお話しされていた。「リンゴ農家として平和を願う」という言葉が素敵だった。
2020年東京オリンピックに向けて美味しいリンゴを作り、最高の食材で「世界を

おもてなししたい」そう語っていました。リンゴ農家として、私ができることを一生
懸命やって「世界の人々に日本の素晴らしい食材を食べていただき喜んでもら
う。世界を平和にしたい…」一人一人が、その持ち場で、職場で一生懸命に仕

事をして平和のためにできることを考える。素晴らしい考えだと思った。早速、
2016年の「ゆたかなビレッジ」の事業目標を一人ひとりの「よかった」をつくろう。

ということにした。「よかった」とは本当に満足した上での「よかった」である。ご
利用者様もご家族様も、地域の方も、スタッフも満足できる「よかった」をつくり
たい。これが平和への貢献になると真面目に考えている。その第一歩として私
自身が行動しなくてはならない。2015年は「とにかく人を手当てする」ことを心に
決めて12月まで過ごして参りました。手当てをしなくてはならない方に対しては、
とにかく通り過ぎない、面倒でも立ち止まる、行動する、今やる、この4つを繰り

返してきました。まだまだ対応としては未熟で甘いようです。ですが、介護の現
場からの平和を提供できるために2016年からも100パーセントでケアに取り組
んで参ります。 

ゆたかなビレッジ各事業所の話題 
 
  「デイサービスゆたかなビレッジ」スタッフブログより、男の弁当道 

orito; 「お久しぶりです。」 
 
orito; 「本日は秋の行楽弁当風です」 
 
orito; 「たまご焼きは やっぱり弁当の王様だ。」 
 
orito; 「see  you」 

◆2014年は「介護現場の舞台

裏」というシリーズで皆様へ毎
月お伝えさせていただきました。
2015年8月からは、「ユタカナ

ムラのゆかいな仲間」という題
名により、ゆたかなビレッジで
の人々の「関わり」をテーマに
お伝えして参ります。どうぞよ

ろしくお願いいたします。◆                                           

 
「小規模多機能型居宅介護ゆたかなビレッジ ポートサイド」 
           11月5日タウンニュース掲載 

花壇作りで世代間交流 幸ケ谷小児童30人が参加 

色とりどりの花を植える児童と利用者 

栄町にある介護施設「ゆたかなビレッジポートサイド」（宮部敬太施設長）と幸ケ谷小
学校（小正和彦校長）の６年２組約30人が10月29日、国道15号線沿いの花壇に苗を
植えた。  これは、施設近くにかかる「滝の橋」に設置されている花壇を彩ろうと、宮部

施設長が主導し、青木通東部町内会・七尾弥三郎会長の協力で昨年から始まったも
の。総合学習の一環で同施設を訪れている児童らが、利用する高齢者と一緒にパン
ジーや葉ボタンなど６種類３０８株を植えた。  園芸好きな利用者の女性は「（子ども
たちと花植えするのを）今年も楽しみにしていた」と笑顔をみせ、女子児童は「どのくら
い掘ったらいいか、意外と難しかった」と話していた。 


